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１．はじめに 

 福井県は総面積 419,049ha のうち 312,293ha が森林であり（2015 年 3 月 31 日現在福井県森づくり課調べ 1)），

森林率 74.5%は都道府県別で 11 位に位置している（2012 年 3 月 31 日現在林野庁調べ）．森林のうち民有林は

約 87%，民有林のうち人工林は約 43%であり，人工林のうち約 87%がスギである．図 1 に福井県の人工林全

体とスギの齢級構成を示す 1)．15 齢級以上を除外すると 8～10 齢級（36～50 年生）の資源量が多く，今後そ

の利用促進と用途拡大が望まれている． 

 2010 年 10 月に施行された「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」に基づき，福井県では

2011 年 4 月に「福井県木材利用基本方針 1)」を策定した．また，その方針を踏まえ 2015 年 9 月には「県産材

利用拡大行動計画 1)」を策定し，公共建築物の木造化，内装材・外構施設の木質化，木質バイオマスの利用の

推進，公共土木工事における利用拡大等の方針を掲げて，積極的な木材利用に取り組み始めている．このうち，

土木工事においては，木製治山ダム，木工沈床工，落石防止壁緩衝工，木製ガードレール，軟弱地盤改良木杭

等 1)，様々な用途で利用されているが，福井県としては上記の方針や計画に則ってその使用量を増加させてい

く必要がある． 

 土木工事で木材を利用する場合，コンクリートや鋼材と比較して腐朽等による劣化が早いという認識が一般

的で，しかも，その実態に不明の点が多いため耐久性を評価し難いという課題が存在する．そこで本研究では，

福井県内で施工された木製土木構造物の情報を収集し，現地調査でその健全性を検討した． 

２．木製土木構造物の情報収集 

 木製土木構造物の情報を収集するため，福井県土木部と農林水産部に対し，木材を利用した実績のある砂防

施設と治山施設の情報提供を依頼した．調査時期は 2016 年 8 月である．調査項目は，場所（地係），構造物種

類，建設年度，木材の利用方法，木材の形状，周辺状況であり，砂防施設については渓流名も項目に加えた．

選定の目安として，①構造物まで現地調査に行ける箇所，②構造物と利用木材の情報（樹種や延長・径等）が

多くある箇所，③型枠（半割）として使用している箇所と丸太自体で使用している箇所，④新しい年代として

は昨年施工した箇所を 5 ヶ所，⑤古い年代としては 20 年を目途になるべく古い施設を 5 ヶ所，の条件を依頼

者に伝え，位置がわかる地図や図面等の提供も求めた．砂防施設は土木部の 6 地区の事務所に調査を依頼し

23 箇所の回答を得た．また，治山

施設は農林水産部の 5 地区の事務

所に調査を依頼し 32 箇所の回答を

得た．表 1 に各調査項目の主な回

答内容を示す．構造物は堰堤が

91%を占め，建設年度は 1998 年が

最も古い．堰堤では残存型枠や表

面の化粧工として，落石防止壁で

は緩衝材として利用されていた．

堰堤の場合の木材形状は，砂防施

設では半割がほとんどであるが，

治山施設では三面または二面落と

し材，半割，丸太と様々であった． 
図 1 福井県の人工林の齢級構成 
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